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発表の内容と趣旨

授業づくりと教育課程改革から「自ら学び自ら考える生徒の育
成」をめざしたＫ中学校の実践例から、カリキュラム・マネジメ
ントを円滑に進めるにあたって、立ちはだかる６つの壁を指摘
する。

Ｋ中学校 ２００１年～
２００２年

研究指定校ではない、学年３学
級規模の通常の中学校

完全学校週５日制完全実施前後 教育課程改革

学
校
週
５
日
制

教
育
内
容
の
縮
減

教
育
課
程

の
改
善

激しく変化する社会を生
きる力

縦軸と横軸の生涯学習

自分で課題を見つけ、自ら学
び自ら考え、主体的に…教育課程を介して

国の
教育施策
理念・法令

県の
教育施策

市町村

教育施策

子どもの
実態

保護者
の願い

地域の
実情

学
校
教
育
目
標

経営方針

めざす子ども像

教
育
課
程
編
成

教育活動
（実施）

指導

体制

実
現
（ミ
ッ
シ
ョ
ン
）カリキュラム

学校教育目標との関係においては教育課程もカリキュラムも同じ

学校教育の構造

カリキュラム

３０年改訂の学習指導要領をかつての実践から診る

当時の課題に「これから」の課題がある

学校教育は教育課程を介して子どもたちを育てている

隠れたカリキュラム

教育課程
（カミキュラム）

子どもは、
意図的・無意図的に
学び、経験している。
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カリキュラム・マネジメント

カリキュラムを主たる手段として学校の課題を解決し、

教育目標を達成していく営み （田村）

教育課程 教育する側が立案した教育計画

カリキュラム 子どもの側に立った学習や経験の総体
（安彦）

どのようなことを学び、
どのような経験をしてい
るか
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質

出口管理
型手法

目標
管理

ＮＰＭ Ｃ・Ａ・Ｐ・Ｄ

可変的・動的
手だてとしての位置付け

学校教育目標は教育課程の編成と実施
によって実現されてきたか

学校（校長）のミッションは、学校教育目標（めざ
す子ども像）の実現

教育
目標群

教育課程
編成 実施

評価

教育課程経営

教育課程
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学習評価ＰＤＣＡ
教育課程の実効化・機能化を

めざす改善・充実

本当にそうか 教育課程実施の最先端は授業

目標実現をめざした授業によって、学校教育目標に
迫った学校がいかほどあるか

問題意識

学校教育
目標

カリキュラム・
マネジメント

手だて

過程の裁量権目標管理

より学校教育目標の具現化が求められるシステム

ＰＤＣＡ

自ら学ぶ子どもの育成をめざし、教育課程の創造
と実施でチャレンジした中学校の実践からカリマ
ネによる学校経営を可能にする６点をあげる

本発表では

組織運営には実践には人が介在する。
教育課程の構造とそこに介在する人に視点を当てる

学校経営の基軸として教育課程を捉える
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教育課程の編成と実施の構造 カリキュラムマネジメントハンド
ブック P15 吉冨芳正

学校教育の目的や目標を達成するために，教育の内容を児童（生徒）の心身

の発達に応じ，授業時数との関連において総合的に組織した学校の教育計画。

教育課程編成の基本的要素

学校の教育目標の設定 指導内容の組織 授業時数の配当

指導計画

教育課程

授業・評価

教育課程を具体化した計画

全体計画

道徳教育、総合的な学習の時間、特別活動など

各教科毎それぞれについて、学年毎、学級毎などに、指導目標、指
導内容、指導の順序、指導の方法、使用教材、指導の時間配当など
を定めた具体的な計画

年間指導計画、２年間にわたる長期の指導計画、学期毎、
月ごと、週毎、単位時間ごと、単元、題材主題毎など
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カリマネ＝計画が実施された結果が重要

人が立案し、実施し、評価する

教育課程の編成と実施の構造

学校教育の目的や目標を達成するために，教育の内容を児童（生徒）の心身

の発達に応じ，授業時数との関連において総合的に組織した学校の教育計画。

教育課程編成の基本的要素

学校の教育目標の設定 指導内容の組織 授業時数の配当

指導計画

教育課程
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教育課程を具体化した計画

全体計画

道徳教育、総合的な学習の時間、特別活動など

各教科毎それぞれについて、学年毎、学級毎などに、指導目標、指
導内容、指導の順序、指導の方法、使用教材、指導の時間配当など
を定めた具体的な計画

年間指導計画、２年間にわたる長期の指導計画、学期毎、
月ごと、週毎、単位時間ごと、単元、題材主題毎など
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組織図 「教育課程の編成と実施」を、
人的要素でとらえる

編成する

実施する

所
属
職
員

員数（学校規模）

教育観・使命感

教育的識見

子ども観 信頼期待

同僚性

各段階で編成・実
施を担うのは教員

所属職員の同一方向性、
共通目標性、志向性

学校課題の克服をめざした中学校の実践

カリキュラム・マネジメントを視座に

１ 学校教育目標の求心力

２ 学校目標と授業を結ぶ論理の確立

３ 中学校文化 定期テストの見直し、改善

４ 年齢主義教育課程を超えて

５ カリマネは、年間指導計画が存在してこそ

６ はぐくむべき資質・能力と指導のあり方

六つの課題

１ 学校教育目標の求心力

学校課題も地域や教職員の願いも教育方針も込
められた学校教育目標の設定

子どもたちが、自分で事の是非を、考え、判断し、
よりよく行動できる

自ら学び自ら考える生徒
ー自信と誇りの持てるＫ中生ー

生きる力
ではない

背景に学校課題

地域や教職員の願い 授業を通した自ら学び自ら
考える資質の育成により
学校課題は克服できる。

教育理念・方針・
仮説

主体的な動機



2019/4/27

3

どのようなことを課題にし、地域や教職員のどのような願いが込
められ、どのような教育方針を示したものかを理解できるものでな
くては、各段階で諸計画を立案にたずさわる教職員が、学校教育

目標の具現化を志向する教育計画は立案できない。

自校の教育課程編成・指導計画、実施に至る体系は教育課
程体系であると同時に各々の段階を担う教職員体系でもある

学校教育目標

・学校教育全体に一貫性を持ち得ない。計画的、組織的は
教育活動が展開できない。

・学校教育目標が、教育課程編成と実施のピラミッドの頂点にな
りえない。

２ 学校教育目標と授業を結ぶ論理の確立

学校教育目標具現化の手だて＝教育課程
教育課程の編成と実施の最先端が授業

思考力は考えさせることで育成される。判断力は判断させること
ではぐくまれる。表現力は表現することで育成される。

めざす資質や能力をはぐくむ学習活動がない授業では、
資質や能力は育たない

大杉昭英 アクティブ・ラーニング

主体的・対話的で深い学び

主語は
子ども

定義の前に、子どもが学ぶ授業が前提
教師の問いに応える授業では不可

自校の教育活動を俯瞰してみよう

目標実現に向けて、授業
をはじめすべての教育活
動に一貫性がある

①自校の授業で共通して取り組
んでいることはどんなことですか。

②授業の有り様とその他の教育
活動とつながっていることがあり
ますか。

③それらは教育課程の主題に基
づいたものですか。

自校の授業の特色
書けない、描けない

資料１・２参照

カリマネでは、グランド
デザインの前に

「自ら学び，自ら考える力を育む学校づくり」
自己評価力の育成を軸に，

生徒一人一人が変容し，学びが深まり広がる授業

段階評価は実施しない個人内評価

学ぶ意欲を喚起しない。

子どもに評価規準は内在して
いない

子どもが学ぶ授業でなくては、
自己評価できない

自らの変容を見つめる

自信と誇りー手応え

学びの過程を振り返る

他者の存在を意識

概念的構成的知識の獲得

他者と協働できる力

筋道として授業を理解

自分を見つめられる
子どもの育成

ねらい

Ｋ中

沖縄産
3個4800円

フィリピン産
3個400円

沖
縄
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

ど
う
し
て
栽
培
し
て
い
る
の
か

調査活動

話
し
合
い

農業？

統計数字等

パイナップル園

観光？

社
会
科
的
活
動

学
習
過
程

マサユキ
君の意見

驚いた！

言
語
活
動

売れない

資料３

「知識を構造化し、概念化する」＝脈絡のある知識に

問いの形成

交流
の場

社会科の事例

自分の意見や考
え影響を与えた
のは。

はじめの自分

授業終了時の自分

授
業
の
脈
絡

振り返りの評価

ここを想起させることで自然にはじめと終わりが意識
され、授業が脈絡のある学びとして整理される。

交流の場
の設定

沖縄のパイナップル栽培は、観光ではないかという
マサユキ君の意見に驚いた

他との共生
自分と関わっ
ている他者の
存在の認識
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３ 中学校文化＝定期テストの改善

自己評価を視点に
再構成

子ども自らが学ぶ
ための資料

ステージテスト
自己分析表

自己課題の把握

自ら学びの時間

選択

自ら課題を持ち
主体的に学
ぶ体験

自らが学び
を広げる

ねらいに対する
習熟の把握

可視化
特色

ステージテスト自己分析表 ２年社会科

栃木県鹿沼東中の
実践を参考に

学年相応の教科内容レベル維持より、
この子にとっての「学びの成立」を優先

思考力は考えさせることで育成される 大杉昭英

学びは教材とのかかわりで成立する 北俊夫

分かることの前提には既有の知識が必要 吉田甫

４ 年齢主義教育課程を超えて

新学年で、観点別評価Ｃや評定１はゼロクリア

わかんねー、つまんねー、役に立たねー

取りだし
指導

この子にあった教材で学び
の成立 中２→小４

学びの成立がもたらせたもの

資質能力の育成は、子ども「自ら」しかなしえない。
自らがよりよく生きようとする力が前提。
学ぶ喜びがもたらせた自己変革

霧が晴れる

公教育の使命 どの子にも

５ カリマネは、年間計画が存在して可能

教職経験なしの臨時講師（音楽）がやってきた

教科全体計画、年間指導計画作成が可能か。

不可能

ならばどうするか
後年の実践 創造の部分だけに特化できる

環境作り（モデルの作成）

進行する小規模校化 現実的で深刻な課題

６ はぐむべき資質能力と指導のあり方

朝の登校指導で

７時５５分。校門前に立っている先生は子どもに
向かって声をかけます。

あと５分。遅刻するぞ、
急げ

指示に従わせる
（受動的態度の育成）

時計を見なさい。 ７時５５分 自ら急ぐ

自ら判断し行動する

自らをはぐくむ 関わりの中でのアプローチ

例
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校長をリーダーとする所属する教職員の熱い思いと
構想力、実践力 理解可能な明快な目標 １、２

公教育の使命感と子どもたちへの期待と願い、愛情 ４

授業によって子どもを育てるという教育観 ２

校長間での校長のリーダー性と教委の支援 ５

自校の教育課程に変革を加える柔軟な発想 ３

資質能力の育成を実践指導に落とす力 ６

まとめ

カリマネ はるか道遠し

学校が学校であることの苦しさ


